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乳幼児衣料の表示 に関する諸 問題と着衣実態 につい ての研究（ 第４ 報）

一既製 衣料サイ ズと身体寸法 一

文 化女大　 三吉 満智子　　 甲 南女大　 木岡悦子　　 椙山女学園大　 ○中保淑子

静 岡大　 大村知 子　　 東 海学園女短大　 辻　 啓子　　 相模女大　 永井房子

京都女大　 福井 弥生　　 大 妻女大人 間生科研　 布 施谷節子

目的　 先 のアンケ ート 調査結果 では、乳幼児 服のサイ ズ表 示は現行の身長単一表示 より

も複数の 組み合わせ表示 を希望し てお り、母親 は、子供の身 体への適合性が高い衣 服を選

択できる 情報提供を望 んでいるこ とがわかった 。そこで 、市販衣料寸法の実態を調 べ、着

用者寸法 との関係を明ら かにする ことが必要で あると考え た。まず、複数メ ーカ ーの既製

衣料を購 入し 、衣服各 部位の寸 法お よび パタ ーン形状を採取し て同一表示サ イズにおける

製品差を洗 濯実験を も加えて検討し た。さらに 、乳児の身 体計測を行い、衣 服寸法 とのか

か わりにつ いて考察し た。

方法　 試料： ニ ット のト レ ーナ ーバ 綿100% ）の上・下 衣、布帛（ 綿100%) シャツブ ラウ

スと長ズ ボンの「80J        「90 」サ イズ、メ ーカ ーはA  ,    B ,    C 、D  、4 社である。衣服 の計

測は上衣13 、下衣17 箇所 で３回 の平 均値をとっ た。被検 者： 月齢16 ～23 ヶ月 の保育 園児男

児９名、女 児８名｡゛身 体計測は16 項目である。 洗濯実験： 回数1   ～5 回。１ 、3  ,    5 回目

の洗濯後 の衣服寸法を測 定し た 。実 験期間:1991 年10 月。

結果　 同一 表示サ イズの既製 衣料各部位の寸 法はメ ーカ ーにより異なり、寸 法差 が大き

い部位は 、ゆき、ズ ボン丈、股下 である。 パタ ーン形状 の比 較では、ニ ット上・下 衣の形

状は類似し ており、 サイズ「80 」の方が顕著 である。身 体寸 法との関係は 、サイズ「80 」

の丈方向 の差は少 なく平 均15 ％、最も差が大 きいのは中ヒ ップ幅の平均55 ％であ った。
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一既裂 衣 料 の試 着 テスト ー

文化女大　 三吉満智子

静岡大　 大村知子

甲 爾女 大　 木 岡 悦 子
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辻　 啓 子

大 妻女 大人 間 生 科 研

京都女大　 ○福井弥生

相模女大　 永井房子

布施谷節子

目的　 第４報で”既製衣科と身体寸法の差”について検討をしたが、本報はそれを被検者に着用させた

時、運動に対して身体部位別に適切な許容量であるか等を、検討する目的で試着テスト を実n し た.

方法　 試着衣科はA 社 のニットのトレ ーナー上・下と布帛のブラウスと長ズボンを採用した. 被 検者

は４報で計測した中から抽出しIt 4 名 である. 実験に用いたサイズは『80』および「90」で、同サイズ・素

材の上・下衣を組合わせて、歩く、座る、階段昇降、上肢上挙等の動作をさせ、上衣5  、下 衣6 部 位に

ついて、4 段曙評価に基づきチェックし、その結果を数値化し、分散分析法も併せて行い考察した. 同

時に試着衣料の寸法と被検者の身体寸法の差も考輿に入れて検討を行っfi.

結 果　 テスト結果は、ニットの「80  」では、上衣はほぽ「 良い」．下衣は、ヒップ″のゆるみが多過ぎ

て「雇い、.「90 」で は、上衣は、ゆき、着丈、バスト は、大き遇ぎて「 悪い 」の評価であった．その中

でもリプ編みである袖口、首ぐりは、少々大きくてもその部位に沿ってくれるが、上衣の裾口は運動中

にまくれ上がり、自分では下げようとしないので腹部が見えたままになる．下衣はヒップのゆるみ、股

上及び股下丈が長過ぎて「 悪い」の評価である. 布帛では、上衣は「80 」.「90 」と もにゆきが長過ぎる

．下衣は『80』, 「90」と もにズボン丈、股下丈が長過ぎ、歩行の際危険である. t ップ は、おむつを着け

るとはいえ、ゆるみが多過ぎる．分散分析の結果、”試着の評価段階’及び ’試着衣料と被検者の寸法

差”ともに, サイズ間に高度’な有意差がみられた.
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